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 １月２２日に、６年生が、卒業遠足で六甲山人工スキ－場に行きました。当日は、春を

思わせるような穏やかな気候であたたかく絶好のスキ－日和でした。 
 現地に着くと、まず、バスの中でスキ－ができるよ

う服装を整え、スキ－場に向かいました。次に、子ど

もたちはゼッケンを付けスキ－靴を履き、スキ－板と

ストックを胸に抱えて、本日の練習場所であるゲレン

デ下の場所に下りて行きました。スキ－靴を履いてい

るので、恐る恐る下りている子が多かったです。スキ

－教室を始めるにあたり開校式が行われ、インストラ

クタ－の方の自己紹介があり、続いて注意事項を述べ

られました。その後、５つの班に分かれ、インストラクタ－の方からスキ－板の着用の仕

方や滑り方などを教えていただきました。続いて、片方の足だけスキ－板を着用して滑っ

たり、スキ－板を着用して平地を歩いたりしました。最初は、スキ－板を着用しているた

めに思うように動けなくて四苦八苦していた子どもたちですが、１時間もすると、少し坂

になった所から何とか滑ることができるようになりました。今まで、スキ－をしたことが

ある子どもたちは、スキ－場の一番上からインストラクタ－の方の指導に基づき、シュプ

－ルを描いていました。 
 ２時間ほど練習した後、レストランでカレ－ライス

を食べました。履き慣れないスキ－板を着用して一生

懸命練習したのでお腹が減っていたのか、子どもたち

は、あっと思う間に食べ終えていました。 
 食事後、もう一度ゲレンデ下の練習場所にもどり、

緩い坂を使って滑り方や転び方の練習をした後、子ど

もたちは、いよいよリフトに乗りゲレンデの一番上に

移動しました。 
 青いゼツケンを付けた子どもたちが、ゲレンデの上の場所に一列に並んでいるのが見え

ました。内心、大丈夫かなと、冷や冷やしながら子どもたちの様子を見ていたのです 
が、どの子どもも練習の成果を発揮し、上手に滑り下りてきました。リフトで上がり、ゲ

レンデの中頃の場所から滑るようになっていたのに、予定の時刻になったため滑ることが



できなかった班もありましたが、どの子どももスキ－の楽しさを味わってくれたことと思

います。 
 最後に、簡単な閉校式が行われました。その中で、子どもたちの指導にあたってくださ

ったインストラクタ－の方から「六甲山人工ス

キ－場には、遠くから多くの学校の子どもたち

がたくさん来ますが、榎並小学校の子どもたち

は、その中でも一番行儀がよく、教えたことを

しっかり聞き、一生懸命練習に取り組むことが

できます。」と大変ほめていただきました。改

めて、最高学年として自覚をもち行動できる子

どもたちのよさやすばらしさを実感しました。 
 午前中のあたたかさとは打って変わり、午後

は寒く帰る間際には吹雪になりました。子ども

たちにとっても自然の雪を見ることができ、心に残る卒業遠足になったことと思います。 

 

 

 

 
 
 １月１８日の児童集会の時に、例年は３回に分けて行われるぽかぽか集会を 
今年は１時限目の時間を使って行いました。 
 全校の子どもたちが講堂に集まり、「これから、ぽかぽか集会を始めます。集会のめあ

ては、『体があたたまるように仲よく集会をしよう』です。船長さんゲ－ム、クイズ、仲

間集めゲ－ム、ジャンケン列車の４つのゲ－ムをし、体も心もぽっかぽかになりましょう。」

というはじめのことばの後、ぽかぽか集会が始まりました。①船長さんゲ－ム②クイズ③

仲間集めゲ－ム④ジャンケン列車の順に行われました。どのゲ－ムも進行係の子どもたち

の説明をしっかり聞き、１年生から６年生で構成

されるエナミファミリ－の子どもたちが協力し

て、楽しむことができました。 
 「みなさん、ぽかぽか集会は楽しかったですか。

ぼくは、いろいろなゲ－ムができて楽しかったで

す。体も心もあたたかくなりました。今のエナミ

ファミリ－で遊ぶのも後少しとなりました。これ

からもグル－プの人と仲よく遊びましょう。」と

いうおわりのことばで、ぽかぽか集会は終了しま

した。体も心もあたたまり、異学年の子どもたち

との交流も深めることができた一時でした。 


